
①全44棟のうち11棟について、「大阪府建築物の環境配慮
制度」に基づき評価を実施。
Aランク：Ma棟（5：3：3）
 　　　　K棟（5：4：4）
　 ()内は、CO2削減：省エネ対策：みどり・ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ対策

②空調設備にヒートポンプなど高効率の機器を採用、全館
（後方諸室のごく一部を除く）にLED器具を採用

③ソーラーパネル（106.08kW）を設置

⑥ハイサイドライトによる自然光の取込み

③

⑤屋根面（約30,000m2）に高反射塗料が施された製品を採用

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

④一部の窓にLow-E複層ガラス（約160m2）を採用

⑥

⑦立体駐車場の屋上階の一部（3棟合計で2,080.7m2）に高
反射性塗料および高反射性シートを採用

⑦

⑦

⑦

⑧広場の一部（約630m2）に透水性舗装を採用

⑧

⑨外周道路の歩道（約1,500m2）に吹田市の焼却灰溶融スラ
グ配合のインターロッキングブロックを採用

⑨

⑩市立吹田サッカースタジアムとの一括受電システムの採用

⑩

⑪既存樹木（13本）の移植・活用

⑫立体駐車場の一部を壁面緑化（約370m2）

⑫

⑫

⑫

⑬屋上緑化（約270m2）

⑬

⑭広場内のシンボルツリーや花壇・大型プランター等によ
る植栽、屋内緑化等による視認性の高い箇所への効果的で
魅力的な緑化

⑮空調設備などについて、低騒音・低振動型機器の採用や
設置場所に配慮し、防音性能のある目隠しフェンス等の設
置により、周辺への騒音による影響を低減。広場において
は、イベント用のスピーカーは常設せず、原則として、大
きな音量を伴うイベントは行わない。

⑯廃棄物排出抑制策の実施
・従量課金制度
・リサイクルボックスの設置等による廃棄物の減量や分別
排出
・草木（剪定枝等）の再資源化
・フロアガイドや衣料の回収・再利用
・リターナブルコンテナやリユースハンガーの使用　 など

EXPOCITY 環境取組実施状況
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③ソーラーパネル③ソーラーパネル③ソーラーパネル ⑤高反射（屋根）⑤高反射（屋根）⑤高反射（屋根） ⑤高反射（屋根）⑤高反射（屋根）⑤高反射（屋根） ⑥ハイサイドライト⑥ハイサイドライト⑥ハイサイドライト

⑥ハイサイドライト⑥ハイサイドライト⑥ハイサイドライト ⑦高反射（立体駐車場）⑦高反射（立体駐車場）⑦高反射（立体駐車場） ⑧透水性舗装⑧透水性舗装⑧透水性舗装 ⑨焼却灰溶融スラグ配合のインターロッキングブロック⑨焼却灰溶融スラグ配合のインターロッキングブロック⑨焼却灰溶融スラグ配合のインターロッキングブロック

⑩一括受電システム⑩一括受電システム⑩一括受電システム ⑪既存樹木の移植⑪既存樹木の移植⑪既存樹木の移植 ⑫壁面緑化（立体駐車場）⑫壁面緑化（立体駐車場）⑫壁面緑化（立体駐車場） ⑬屋上緑化⑬屋上緑化⑬屋上緑化

⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫 ⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫 ⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫 ⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫⑯廃棄物保管庫
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③-1

③-2

⑤-1

⑤-2

④-1

②-1

①-1

①-2

⑦-1

⑥-1

⑦-1

⑥-1

（仮称）エキスポランド跡地複合施設開発事業 敷地外工事

②-1②-2

⑤-2

①-2 ①-1

③-2 ③-1

⑤-1 ④-1

③.<外周隣接部(北)>
・車道を１車線追加
・歩道と車道を立体交差

⑥.<進歩橋南詰交差点(南)>
・車道を１車線追加

(左，直，直 → 左，直，直，直 に改良)

⑦.<進歩橋南詰交差点(北)>
・車道を１車線追加

(直，直右 → 直，直，右 に改良)

②.<アンダーパス>
・出庫専用口を構築
・歩道と立体交差

①.<万国橋ルート>
・入庫用車道を１車線追加

万博公園内に滞留長を確保
※モノレール桁下を通行するため車両の高さ制限有

モノレール桁下制限箇所

⑤.<万博公園南交差点>
・車道を１車線追加し、ブリッジを

経由した入庫ルートを確保

④.<外周隣接部(南)>
・車道を１車線追加し、ブリッジを

経由した入庫ルートを確保

万博公園南

至 樫切山 交差点

南第一駐車場

スタジアム入口

府道2号線接続部
②-2

開 発 地

万国橋

進歩橋
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図7-3　環境取組実施状況（3）
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